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散
策
と

思
索
の
径

ベ
ト
ナ
ム
米
輸
入
量
第
一
位
の
国

最
初
に
訪
ね
た
の
は
サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
島
で
あ
る
。
こ
の
小
島
は
台
風
発
生
場
所
が
近
い
た
め
、
し
ば
し
ば
被

害
を
蒙こ

う
む
る
。
そ
の
た
め
海
岸
に
沿
っ
て
防
砂
林
が
続
き
、
そ
の
背
後
の
道
路
沿
い
に
集
落
が
で
き
、
ニ
ッ
パ
椰や

子し

や
ト
タ
ン
屋
根
の
簡
素
な
家
屋
と
家
庭
菜
園
が
並
ん
で
い
る
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
コ
コ
ナ
ツ
な
ど
の
作
物
も
作
る
が
、
漁
業
が
主
産
業
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
沿
岸
部
と
同
様
に
、
小
魚
か

ら
塩
辛
も
作
ら
れ
る
。
こ
の
島
に
は
田
が
極
端
に
少
な
い
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
じ
つ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
米
の
輸
入
量
第
一
位
の
国
で

あ
る
。
一
人
当
た
り
の
稲
の
作
付
面
積
は
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
よ
り
少
な
く
、
米
が
不
足
し
て
い
る
。
台

風
の
被
害
も
あ
る
の
で
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
輸
入
で
米
不
足
を
補
っ
て
き
た
。
た
と

え
ば
日
本
が
、
風
雨
対
策
の
た
め
に
、
稲
の
品
種
改
良
を
重
ね
て
乗
り
越
え
て
き
た
の
と
は
対
照
的
だ
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
緯
度
が
近
い
ベ
ト
ナ
ム
も
、
台
風
に
よ
る
洪
水
被
害
が
有
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
、

新
品
種
導
入
や
、
大
規
模
灌か

ん
が
い漑

事
業
な
ど
、
農
業
政
策
に
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
米
の
輸
出
量

は
、
今
や
世
界
第
二
位
で
あ
る
。
た
だ
、
近
年
は
自
国
経
済
の
安
定
化
の
た
め
、
価
格
変
動
の
影
響
を
受
け
や

す
い
米
の
よ
う
な
一
次
産
品
へ
の
依
存
を
良
と
せ
ず
、
工
業
化
を
急
い
で
い
る
。

棚
田
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
フ
ガ
オ
米

米
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ラ
市
内
に
あ
る
サ
ン
ア
ン
ド
レ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
ね
た
際
に
も
、
思
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
市
場
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
お
な
じ
み
の
マ
ン
ゴ
ー
、
ド
リ
ア
ン
な
ど
の
熱
帯
フ
ル
ー
ツ
が
並
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
わ
た
し
が
こ
の
市
場
で
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
米
で
あ
っ
た
。

各
種
高
級
米
が
キ
ロ
単
位
で
売
ら
れ
て
い
た
。
香
米
四
五
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
ペ
ソ
、
以
下
同
様
）、
も
ち
米
六

五
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
四
八
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
五
五
な
ど
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
の
産
地
は
イ
フ
ガ
オ
州
で
あ
る
。
イ
フ
ガ
オ
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

棚
田
保
全
の
た
め
に
、
伝
統
的
農
法
で
の
米
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
一
般
的
な
米
は
キ
ロ
当
た

り
三
〇
ペ
ソ
前
後
だ
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
商
品
化
に
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
イ
フ
ガ
オ
米
は
そ
の
一
・
五
倍

の
価
格
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
農
業
人
口
が
八
割
に
近
い
農
業
国
ベ
ト
ナ
ム
の
市
場
で
も
各
種
の
米
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、
わ

た
し
の
知
る
限
り
、
国
内
特
定
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
米
、
タ
イ
や
台
湾
な
ど
か
ら
来
た
外
来
種
の
米
が
高
級
米
と

し
て
市
場
に
出
る
も
の
の
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
が
市
場
で
売
ら
れ
る
と
い
う
例
は
思
い
当
た
ら
な
い
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
米
は
特
別
注
文
で
や
っ
と
手
に
入
る
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
米
の
流
通
経
路
の
不
透
明
さ
や
品
質

の
保
持
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
市
場
に
は
出
に
く
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

産
業
か
ら
芸
術
へ

で
は
、
地
場
産
業
的
な
手
工
業
品
の
流
通
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
テ
ィ
ウ
ィ
市
で
は
素
焼
き
の
陶
器

の
産
地
も
訪
ね
た
。
車
同
士
だ
と
す
れ
違
う
の
も
困
難
な
く
ら
い
細
い
道
を
登
る
と
、
左
右
に
小
さ
な
製
造

所
兼
土
産
物
屋
が
並
ん
で
い
る
。
伝
統
的
に
鍋
や
壺つ

ぼ

な
ど
の
生
活
用
品
を
作
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
あ
る
工
場

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
混
合
・
粉
砕
機
や
電
動
ろ
く
ろ
、
巨
大
な
焼
成
窯
な
ど
、
量
産
体
制
が
整
っ

て
い
る
。
色
彩
も
豊
か
に
な
り
、
花
瓶
、
草
履
や
靴
の
形
を
し
た
置
物
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
よ
う
な
土
産

物
な
ど
商
品
構
成
を
多
様
化
し
て
販
路
を
拡
大
し
、
産
業
を
維
持
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
手
工
業
も
、
あ
ら
た
な
企
業
展
開
を
開
始
し
て
い
る
。
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
、
ニ
ン
ト
ゥ
ア

ン
両
省
で
は
、
海
上
交
易
で
も
栄
え
た
チ
ャ
ム
に
よ
る
王
国
の
時
代
（
一
〇
―
一
七
世
紀
末
）
に
、
高
度
な

灌
漑
技
術
に
基
づ
く
稲
作
と
、
各
種
手
工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
今
で
も
水み

ず
が
め甕
や
壺
な
ど
生
活
用
品
が
野
焼
き

で
作
ら
れ
る
。
近
年
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
が
進
み
、
焼
き
物
の

芸
術
家
の
活
動
も
目
立
っ
て
い
る
。
多
民
族
国
家
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
、
民
族
や
地
域
ご
と
の
文
化
の
保
護
と
育
成
を

国
が
支
援
し
て
き
た
せ
い
か
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
少
数
民
族
文
化
の
観
光
業
や
芸
術
と
の
結
び
つ
き
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
シ
ナ
海
の
東
と
西
を
比
較
し
て
み
る
と
、
や

は
り
、
地
域
や
民
族
の
文
化
の
振
興
に
は
、
国
家
や
地
域
の
政
策
的
支
援
が
不
可
欠
な
も
の
に
思
わ
れ
た
。

ティウイ市に
ある陶器工場
の土産物屋

サンアンドレ・マーケットでの
米の販売

電動ろくろ サン・ミゲル島
への到着

サン・ミゲル島家屋

二
〇
一
〇
年
九
月
、
ベ
ト
ナ
ム
少
数
民
族
の
文
化
を
研
究
し
て
い
る
わ
た
し
は
，

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
ア
ル
バ
イ
州
を
訪
問
す
る
機
会
を
え
た
。

ベ
ト
ナ
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
の
あ
い
だ
に
は
、
南
シ
ナ
海
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

紀
元
前
か
ら
文
化
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
古
学
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
を
訪
ね
た
。
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